
地方創生関係交付金の効果検証（デジタル田園都市国家構想交付金地方創生拠点整備タイプ） 【調査票３ｰ２】

単位 R6目標
R6結果
（見込)

①
東ふれあいセンターの年間来館
者数（人）

人 2,007 8,766

②
東ふれあいセンターでのイベン
ト開催数

回 12 98

③
拠点以外で地域コミュニティ団
体が実施するイベント等への参
加者数

人 220 1,074

事務局評価

地方創生に非常に効果があった

地方創生に相当程度効果があった

地方創生に効果があった

地方創生に効果がなかった

指標が目標を上回ったなどの場合

目標値を上回ることはなかったものの目標値を相当程度（7～8割）達成したなどの場合

目標値を上回ることはなかったものの事業開始前よりも改善したなどの場合

実績値が本事業開始前の数値よりも悪化しているなどの場合

事務局評価

【東ふれあいセンターに関する情報発信事業】
　引き続き、当センターの管理・運営を担う東小学校区コミュニティ推進協
議会と連携し、ホームページ等による情報発信を行う。

【犬山市コミュニティ推進地区助成金事業】
　引き続き、助成金事業を実施し、地域の交流拠点としての運営団体の活
動や各種事業を支援していく。
　
【東ふれあいセンター敷地内ピザ窯整備事業】
　引き続き、ピザ窯を活用した事業を展開することで、当センターの魅力創
出を図っていく。

【東ふれあいセンター敷地内グランドゴルフ練習場整備事業】
　引き続き、グラウンドゴルフ大会等を通じて、地域の交流を図るととも
に、当センターの魅力創出を図っていく。

地方創生に非常に効果
があった

令和６年度の主な取組と
ＫＰＩへの影響

今後の方針

コミュニティ参
加促進 交流を
通じて定住し
たくなる地域
の拠点整備事
業

東地区の地域コミュニティ拠点施設「東ふれあいセンター」につ
いて、利用者ニーズ、施設の問題点等を洗い出し、地域の若者
を含めたワークショップを重ねてきた検討結果を反映し、地
域、住民にとってより魅力的な施設となるよう整備する。

【東ふれあいセンターに関する情報発信事業】
　当センターにおける各種イベントの開催、ホームページ等による情報発信
により、市民に対して当センターを周知することができた。(利用者数：
8,062人)

【犬山市コミュニティ推進地区助成金事業】
　東ふれあいセンターを管理・運営団体（東小学校区コミュニティ推進協議
会）にコミュニティ推進地区助成金を交付し、同団体が当該センターを会場
に芸術祭・作品展、夏祭り、各種教室等の多彩な事業を展開した。

【東ふれあいセンター敷地内ピザ窯整備事業】
　ピザ窯を活用した交流事業の実施により、イベントの開催数や年間の来
館者数のKPI達成につながった。

【東ふれあいセンター敷地内グランドゴルフ練習場整備事業】
　グラウンドゴルフ大会を開催し、当センターの利活用を図ることができ
た。
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